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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成24年9月20日(2012.9.20)

【公開番号】特開2011-237311(P2011-237311A)
【公開日】平成23年11月24日(2011.11.24)
【年通号数】公開・登録公報2011-047
【出願番号】特願2010-109890(P2010-109890)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  27/62     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  30/72     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  30/86     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  27/62    　　　Ｙ
   Ｇ０１Ｎ  30/72    　　　Ａ
   Ｇ０１Ｎ  30/72    　　　Ｃ
   Ｇ０１Ｎ  30/86    　　　Ｇ
   Ｇ０１Ｎ  30/86    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成24年8月8日(2012.8.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クロマトグラフ質量分析により時間経過に伴って繰り返し収集されたマススペクトルデ
ータに基づいて、任意の時点における実測マススペクトルを作成して表示画面上に表示す
るクロマトグラフ質量分析用データ処理装置において、
　a)各種の成分についての標準マススペクトルを格納しておく記憶手段と、
　b)前記記憶手段に格納されている各種成分の中で確認対象として指定された成分の標準
マススペクトルと前記実測マススペクトルとを、質量軸の目盛りを揃えて上下に並べて配
置して表示画面上に表示し、且つ、前記実測マススペクトル及び標準マススペクトルの質
量軸方向の拡大・縮小操作を連動させるスペクトル表示処理手段と、
　c)前記スペクトル表示処理手段により表示画面上に表示された標準マススペクトル上又
は実測マススペクトル上の任意のピークの指示を受けて、前記マススペクトルデータに基
づいて、その指示されたピークの質量に対する抽出イオンクロマトグラムを作成して前記
実測マススペクトル及び標準マススペクトルと同一画面上に表示する抽出イオンクロマト
グラム表示処理手段と、
　を備えることを特徴とするクロマトグラフ質量分析用データ処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のクロマトグラフ質量分析用データ処理装置であって、
　前記スペクトル表示処理手段は、前記標準マススペクトルに代えて、前記実測マススペ
クトルから強度が一律に調整された標準マススペクトルを差し引くことにより得られる差
分マススペクトルを、実測マススペクトルと質量軸の目盛りを揃えて上下に並べて配置す
ることを特徴とするクロマトグラフ質量分析用データ処理装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記課題を解決するためになされた本発明は、クロマトグラフ質量分析により時間経過
に伴って繰り返し収集されたマススペクトルデータに基づいて、任意の時点における実測
マススペクトルを作成して表示画面上に表示するクロマトグラフ質量分析用データ処理装
置において、
　a)各種の成分についての標準マススペクトルを格納しておく記憶手段と、
　b)前記記憶手段に格納されている各種成分の中で確認対象として指定された成分の標準
マススペクトルと前記実測マススペクトルとを、質量軸の目盛りを揃えて上下に並べて配
置して表示画面上に表示し、且つ、前記実測マススペクトル及び標準マススペクトルの質
量軸方向の拡大・縮小操作を連動させるスペクトル表示処理手段と、
　c)前記スペクトル表示処理手段により表示画面上に表示された標準マススペクトル又は
実測マススペクトル上の任意のピークの指示を受けて、前記マススペクトルデータに基づ
いて、その指示されたピークの質量に対する抽出イオンクロマトグラムを作成して前記実
測マススペクトル及び標準マススペクトルと同一画面上に表示する抽出イオンクロマトグ
ラム表示処理手段と、
　を備えることを特徴としている。
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